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■■ 広島県中小企業・小規模企業振興条例に係る要望等 ■■
１．地域産業クラスター計画の策定
２．中小・小規模事業者の持続的発展のための施策
　（1）社会情勢変化への対応
　　①米国の追加関税措置及び中東情勢に起因する物価高に伴う価格転嫁
　　　の促進
　　②人手不足への支援
　　③外国人材の活用支援
　　④エッセンシャルサービスの維持に向けた支援策の創設又は拡充
　（2）最低賃金の引上げ等への重点的な支援の実施
　　①法定三要素による最低賃金審議会の審議
　　②対応期間を考慮した最低賃金発行日の決定
　　③適切な価格転嫁ができる取引慣行の定着実現
　　④「年収の壁」の解消と社会保険料負担軽減に向けた、税・社会保障   
　　　制度の一体的な見直し

　（3）経営の自走化促進
　　①資金繰り・融資制度への柔軟な対応と設備投資に係る利子補給制度
　　　の創設
　　②中小・小規模事業者等の計画的経営改善応援補助金の継続
　　③小規模事業者の海外展開支援
　　④各市町における独自の支援策創設
　　⑤申請手続きの簡素化等
　（4）地方の創生
　　①創業支援策の強化
　　②事業承継の促進と廃業支援
　　③県内全域への観光需要波及に向けた支援
３．中小・小規模事業者に対する伴走型の支援体制強化
　　①職員設置定数の充実並びに人材の育成等
　　②地域産業を支える商工会館の機能強化および計画的整備の推進
　　③商工会地域のDX化推進に向けた支援
　　④小規模事業経営支援事業費補助金の維持及び物価高等への対応等

　

９
月
１
日
㈫
、

広
島
県
庁
に
て
、

横
田
県
知
事
と
経

済
団
体
の
代
表
に

よ
る
、
経
済
対
策

に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換

会
は
、
今
後
の
県

政
運
営
に
広
島
県

経
済
界
の
声
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
横
田
知
事
就

任
後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

経
済
団
体
か
ら
は
当
連
合
会
を
は
じ
め
、

広
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
広
島
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
・
広
島
経
済
同
友
会
・

（
一
社
）
広
島
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の

代
表
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

そ
の
席
で
、
当
連
合
会
の
平
田
圭
司
会

長
は
、
値
上
げ
に
よ
る
客
離
れ
を
恐
れ
る

小
規
模
事
業
者
が
、
消
費
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
価
格
改
定
や
付
加
価
値
向
上
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
伴
走
支

援
や
、「
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら

ざ
」
を
核
と

し
た
販
路
開

拓
支
援
の
重

要
性
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

TOPICS県 連 の 動 き

　

９
月
７
日
㈪
、
広
島
国
際
会
議
場
に
て

「
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
に
係
る
広
島
県
と
の
個
別
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
平
成

29
年
10
月
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
広
島
県

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
（
広

島
県
条
例
第
36
号
）
に
基
づ
き
、
広
島
県

商
工
労
働
局
が
中
小
企
業
支
援
団
体
等
か

ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議
と
し

て
、
平
成
30
年
度
よ
り
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
め
に
、
広
島
県
商
工
労
働
局
よ
り
、

今
年
度
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

施
策
に
係
る
支
援
施
策
等
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
連

合
会
か
ら
は
、
本

年
６
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
県
内
の

各
地
域
で
開
催
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
結
果
に

基
づ
き
、
商
工
会
地
域
の
現
状
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
支
援
施
策
な
ど
、
下

記
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
特
に
中
山

間
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
農

業
・
教
育
・
観
光
な
ど
を
含
め
た
部
局
横

断
的
な
対
応
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
非
常
に
意
義

深
い
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

意見交換会の様子

挨拶を述べる平田会長

個別会議で要望を行う平田会長

広
島
県
知
事
と
広
島
県
経
済
界
と
の

意
見
交
換
会
に
出
席

広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
に
係
る
広
島
県
と
の
個
別
会
議
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TOPICS 県 連 の 動 き
　

10
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮
の
４
日
間
、
商
工
会
長
ほ
か
計
18
名
が

参
加
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
連
の
第
二
次
総
合
基
本
計
画
の
重
点
事
業
で
あ
る
「
新
た
な
販

路
・
取
引
先
の
拡
大
支
援
」
の
一
環
と
し
て
、
若
年
人
口
の
多
さ

と
旺
盛
な
個
人
消
費
を
背
景
に
中
長
期
的
な
経
済
成
長
が
期
待
さ

れ
る
同
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
国
大

使
館
を
訪
問
し
、
北
川
克
郎
大
使
か
ら
、

政
治
・
経
済
情
勢
を
は
じ
め
、
日
比
両

国
の
経
済
関
係
、
企
業
進
出
環
境
、
人

材
交
流
、
環
境
協
力
な
ど
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
次
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、

現
地
特
有
の
労
働
慣
行
や
家
族
・
社
会

構
造
、
経
済
の
実
態
、
主
要
産
業
の
動

向
、
日
本
企
業
の
進
出
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
商
習
慣
な
ど
、
現

地
で
事
業
運
営
す
る
際
に
留
意
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
も
、
具
体
例
を
交
え
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
マ
ニ
ラ
事
務
所
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
市
場
で
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
市
場
参
入
に
当
た
っ
て
は
、
法
規

制
や
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、

食
文
化
や
消
費
者
の
嗜
好
を
踏
ま
え
た
商
品
選
定
や
価
格
設
定
、

販
路
設
計
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
特
に
、
現
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
商
品
開
発
や
販
売
戦
略
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
鍵
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
か
ら
進
出
し
て
い
る
商
業
施
設
の
現
地
視
察

等
を
通
じ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
今
後
の
海
外
展
開
支
援
に
向
け
た
知
見
を
得
る
、
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

在フィリピン日本国大使館にて
（前列右から２番目が北川大使）

商
工
会
長
海
外
視
察
研
修
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
実
施

　

小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
解
決
と
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
目

指
し
、
令
和
８
年
度
県
補
助
金
を
活
用
し
て
全
商
工
会
の
機
器
・

デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
整
備
・
強
化
。
支
援
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
統
一
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図

り
、
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
と
賃
上
げ
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
環
境
整
備

　

経
営
指
導
員
に
ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
パ
ソ
コ

ン
を
配
備
。
巡
回
先
で
も
必
要
な
資

料
や
情
報
を
そ
の
場
で
確
認
・
共
有

で
き
る
た
め
、
迅
速
で
的
確
な
支
援

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

■
遠
隔
支
援
シ
ス
テ
ム
環
境
整
備

　

大
型
モ
ニ
タ
や
書
画
カ
メ
ラ
な
ど
の
関
連
機
器
を
配
備
。
離
れ

た
拠
点
に
い
る
専
門
家
や
経
営
指
導
員
と
連
携
し
た
相
談
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
専
門
的
で
効
果
的
な
支
援
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

■
Ａ
Ｉ
文
字
起
こ
し
利
用
環
境
整
備

　

Ａ
Ｉ
文
字
起
こ
し
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
相
談
記
録
の
作
成
負
担

を
軽
減
。
職
員
が
事
業
者
と
の
対
話
や
課
題
把
握
に
よ
り
注
力
で

き
る
環
境
を
整
え
、
き
め
細
や
か
で
質
の
高
い
支
援
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

大型モニタでの遠隔支援

県
内
全
商
工
会
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

機
器
配
備
に
よ
る
支
援
体
制
強
化
事
業

現場の声がカタチに
計画的経営改善応援補助金 結果報告
　商工会員の意見をとりまとめ
県連から要望したことで一般型
が実現した広島県の補助金で、
支援事業者176者が採択されま
した。商工会の伴走支援が成果
につながりました。
　採択数の内訳は以下のとおり
です。

一般型 県全体 商工会
支援分

通　常　枠 180 75

デジタル枠 267 61

経営革新
活用型 県全体 商工会

支援分

通　常　枠 41 19

デジタル枠 73 21

https://www.momijibank.co.jp/personal/convenience/smart/
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〇
八
二
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七  

七
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広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

青 年 部 の 動 き
　
広
島
県
内
の
商
工
会
で
は
初

と
な
る
「
壮
青
年
部
」
が
福
山

あ
し
な
商
工
会
で
誕
生
し
、
令

和
８
年
９
月
26
日
㈯
、
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
壮
青

年
部
と
は
、
商
工
会
青
年
部
を

卒
業
し
た
世
代
を
中
心
に
構
成

す
る
新
た
な
組
織
。
お
お
む
ね

45
歳
か
ら
55
歳
ま
で
を
対
象
に
、

現
在
23
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
青
年
部
で
は
、
若
手

経
営
者
や
後
継
者
が
地
域
活
動

や
研
修
、
交
流
な
ど
を
通
し
て

経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、

45
歳
で
青
年
部
を
卒
業
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
仲
間

と
の
つ
な
が
り
や
、
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
経
験
を
生
か
す
場

が
少
な
く
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
福
山
あ

し
な
商
工
会
で
は
、
青
年
部
卒
業
後
も
商
工
会
や
地
域
と
関
わ

り
続
け
ら
れ
る
受
け
皿
と
し
て
、
壮
青
年
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　
佐
藤
元
泰
部
長
は
「『
連
携
』が
本
年
度
の
最
も
重
要
な
テ
ー

マ
。
青
年
部
を
卒
業
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
つ
な
が
り
を
親
会
や
青
年
部
、
女
性
部
、
各
部
会
、
そ
し

て
地
域
の
た
め
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
世
代
の
経
営
者
ら
が
集
ま
り
、
仕
事
や
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
話
せ
る
場
を
つ
く

る
こ
と
も
、
大
切
な
役
割
の
一
つ

で
す
。

　
青
年
部
で
育
っ
た
人
材
が
、
そ

の
後
も
地
域
を
支
え
、
次
の
世
代

を
後
押
し
す
る
。
福
山
あ
し
な
商

工
会
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
が
、
商
工
会
活
動
の
可
能

性
を
広
げ
ま
す
。

県
内
初
の
「
壮
青
年
部
」
が
誕
生

青
年
部
卒
業
後
も
培
っ
た
経
験
や
人
脈
を
地
域
の
力
に
。

45
歳
か
ら
55
歳
を
中
心
と
す
る
新
た
な
組
織
が
ス
タ
ー
ト

人
ひ  と

熊谷　典行  氏
くまがい のりゆき

大野町商工会　課長
まちの駅ADOA大野　駅長

　「まちの駅を通じて事業者支援できるのが大野
町商工会の特長です。多岐にわたる業務で１日
が早いですが、何事も経験だと思い頑張ってい
ます。大変ですが、すごくやりがいがあって楽
しいです。」
　経営支援員として平成20年に高陽町商工会へ
入職し、３年後に同商工会で経営指導員に。令
和７年４月、大野町商工会へ異動となり、着任早々、まちの駅の駅長就
任を言い渡された。
　まちの駅ADOA大野は令和４年４月にオープンした。地域産品マー
ケットとフードコート、交流スペースなどがあり、商工会事務所も同じ
建物内にある。「建物の軒下を広く取った『軒下にぎわい通り』では、誰
でもいつでも１日から出店できます。雨の日でも大丈夫。出店料も低め
に設定してあるので、まずはここから利用してみてください。」
　広島県最大の観光地、宮島の対岸にある大野町。まちの駅と宮島口は
車で５分ほど。「観光客が増えているので、使いやすい施設として認知を
広めて、多くの人に利用してほしいです。」商品アイテム数を増やすこと
にも意欲的で「県内全域の特産品を扱いたいので、ぜひご相談ください。」

左から、弓戸副部長、平田県連会
長、佐藤元泰部長、佐藤大地幹事

壮青年部設立総会での集合写真

60周年の節目
 来年2月、県青連・県女性連
 合同で記念大会開催へ
　令和９年２月６日㈯、ホテルグラ
ンヴィア広島にて「広島県商工会青
年部連合会・女性部連合会創立60
周年合同記念大会」を開催します。

「笑顔と共に 人とひとを絆（つな）
ぐ挑戦の未来へ」をテーマに、県
青連と県女性連が合同で企画を進
めています。
　当日の記念講演には、分身ロボッ
ト「OriHime」の開発者である吉
藤オリィ氏を招聘。運営委員長の県
青連奥本会長は「対面だからこそ
生み出せる熱量と深い絆を大切に
し、次の時代へつながる最高の記
念事業にしたい」と意気込みを語り
ます。是非、ご参加ください。
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女 性 部 の 動 き
　
神
辺
町
商
工
会
女
性
部
が
、
令
和
８
年

度
「
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
」
を
受

賞
し
、
10
月
27
日
㈫
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
「
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
60
周
年
記
念
大

会
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
廉
塾
バ
ラ
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学

者
・
菅
茶
山
が
開
い
た
私
塾
「
廉
塾
」
に

ゆ
か
り
の
あ
る
バ
ラ
で
す
。
女
性
部
で
は
、

令
和
７
年
に
福
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
バ
ラ
会
議
福
山
大
会
」
を
契
機
に
、
こ

の
歴
史
あ
る
バ
ラ
を
地
域
の
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
広
め
る
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

地
元
の
大
型
商
業
施
設
に
花
壇
を
整
備
し
、

植
栽
か
ら
維
持
管
理
ま
で
女
性
部
員
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
年

間
約
40
回
に
わ
た
る
花
壇
の
管
理
に
加
え
、

苗
木
約
２
０
０
０
鉢
を
配
布
す
る
な
ど
、

地
域
に
廉
塾
バ
ラ
を
根
付
か
せ
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
地
域
の
学
校
や
事
業
所
な
ど

に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
の
工

作
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
社
会
科
見

学
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
廉
塾
バ
ラ
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性

部
員
が
廉
塾
バ

ラ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
コ
サ
ー

ジ
ュ
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
ポ
プ

リ
な
ど
の
商
品

神
辺
町
商
工
会
女
性
部
が
全
国
大
会
で
「
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
」

を
受
賞

地
域
の
歴
史
資
源
「
廉
塾
バ
ラ
」
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
商
品
開
発
、
次
世
代
へ

の
継
承
に
尽
力
。
女
性
部
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
が
全
国
で
評
価

を
開
発
。
販
売
や
販
路
開
拓
に
も
取
り
組

み
、
地
域
の
魅
力
発
信
と
部
員
事
業
所
の

売
り
上
げ
向
上
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
商
工
会
全
体
の
取
り
組

み
へ
と
発
展
し
、
行
政
や
学
校
、
地
域
の

事
業
所
な
ど
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
だ

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
川
上
陽
子
部
長
は
「
こ
こ
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
女
性
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、

商
工
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

今
後
は
、
学
校
と
の
連
携
や
新
た
な
商
品

開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
廉
塾
バ
ラ
の

魅
力
を
さ
ら
に
広
く
発
信
し
て
い
く
考
え

で
す
。「
ま
だ
ま
だ
廉
塾
バ
ラ
を
知
ら
な
い

人
も
多
い
。
神
辺
の
歴
史
と
と
も
に
、
こ

の
バ
ラ
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
川
上
部
長
。
地
域
の
宝
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
女
性
部
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

　
７
月
28
日
㈫
、
県
女
性
連
は
平
和
記
念

公
園
に
て
「
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を

捧
げ
る
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事

業
は
平
成
７
年
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
を
契
機
に
始
ま
り
、
以
来
毎
年
継

続
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
県
内
及
び
中
国・

四
国
８
県
の
女
性
部
員
か
ら
約
３
万
８
千

羽
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
井
会
長
は
「
県
内
外
の
女
性
部
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
本
事
業
を
継
続
で
き

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
世
界
の
平

和
を
願
う
皆
様
の
思
い
と
と
も
に
奉
納
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
折
り
鶴
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
、
社
会
に
役
立
て
ら
れ
る
と

と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
が
未
来
へ
受
け

継
が
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小学校での工作教室

賞状を持つ川上部長

「
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧

げ
る
事
業
」
を
実
施

～
中
四
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

                   

約
３
万
８
千
羽
を
奉
納
～奉納事業に参加した県女性連役員17名と

各地から寄せられた千羽鶴

https://hiroshima-shinpo.or.jp/
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■
地
域
の
課
題
を
、
挑
戦
の
種
に
変
え
る

　
安
芸
太
田
町
商
工
会
の
紙
川
主
任
が
支
援

し
た
「
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｇ
」
は
、
規
格
外

小
松
菜
の
廃
棄
と
い
う
課
題
に
直
面
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
捨
て
ら
れ
る
小

松
菜
を
生
か
し
、
地
域
で
奮
闘
す
る
若
い
生

産
者
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
代
表
の
三
坂

さ
ん
の
熱
意
を
受
け
止
め
、
小
松
菜
パ
ウ

ダ
ー
の
商
品
化
に
着
手
。
支
援
の
鍵
と
な
っ

た
の
は
、
単
な
る
商
品
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
人
気
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
「
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
や
地
域
資
源
（
吉
水
園
・
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
）
と
組
み
合
わ
せ
た
画
期
的
な

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
新
た
な
顧
客
層

を
開
拓
し
、
限
定
商
品
は
即
完
売
。
過
疎
地

域
に
お
け
る
新
た
な
販
路
拡
大
の
可
能
性
を

示
し
ま
し
た
。

■�

完
売
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
自
走
へ
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
「
コ
ラ
ボ
商
品
の
完
売
は
、
次
の
一
歩
へ

進
む
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
」
と
紙

川
主
任
は
語
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
成
功

体
験
を
通
じ
て
事
業
者
が
自
信
を
持
ち
、
主

体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｇ
は
現
在
、
商
品
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
刷
新
に
取
り
組
み
、
対
面
販

売
と
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
を
組
み
合
わ
せ
た
持

続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
坂
さ
ん
は
「
紙
川
さ
ん
は
進
む
方
向
を
示

し
て
く
れ
る
〝
柱
〟
の
よ
う
な
存
在
。
新
し

い
挑
戦
を
通
じ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
世
界
が

広
が
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
支
援
の
成

果
は
売
上
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
の
意
識
改

革
と
し
て
も
結
実
し
て
い
ま
す
。

■�

地
域
資
源
×
人
の
想
い
×
新
た
な
視
点
が

拓
く
可
能
性

　
本
支
援
の
真
価
は
、
人
口
減
少
や
過
疎
化

が
進
む
地
域
で
あ
っ
て
も
、「
事
業
者
の
想

い
」「
地
域
資
源
」「
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
」

を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
全
国
へ
届
く
価

値
を
生
み
出
せ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
紙
川
主

任
の
伴
走
支
援
は
、
事
業
者
の
自
走
を
促
す

と
と
も
に
、
地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら

す
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
広
島
県

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
で
の
最
優
秀
賞
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
地
域
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
」
を
問
い
続
け
、
事
業
者
と

と
も
に
歩
む
姿
勢
は
、
全
て
の
商
工
会
職
員

に
対
し
て
「
ま
ず
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
」
の

大
切
さ
を
伝
え
る
、
大
き
な
勇
気
と
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

令和８年度広島県経営支援事例発表大会　最優秀事例
地域資源×コンテンツによる販路開拓支援

安芸太田町商工会　主任　紙川　祐次

写真左から、陶山さん、紙川主任、三坂代表

業績が好調な時期にマル経
融資により1,000万円（返
済期間５年）を借入。しか
し物価高騰や、他の借入も
重なり、資金繰りが厳しい
ことに・・・。

Ａ社から相談を受けた経営
指導員は次の２つを提案。

製造業のＡ社

❶ 借換え（返済期間の延長）
❷ 価格転嫁（取引先との価格交渉）

❶ 借換えで資金繰りを改善！

借換え前 借換え後

返済期間
５年

およそ
 半分に！

双方納得

毎月の返済額
約16.7万円

返済期間
１０年

毎月の返済額
約8.3万円

❷ 余裕を持って価格転嫁を実現！
資金繰りの余裕により
時間をかけた価格交渉
が可能に。取引先の理
解を得ながらの価格転
嫁が実現した。
資 金 繰 り に 不 安 を 感 じ た ら 、
早めに商工会へご相談ください。
※融資実行には審査がありますのでご希望に添えない場合があります。

マル経融資制度
資金の
使いみち

融資対象

（運転資金）
仕入資金、社員の人件費等

2,000万円以内（運転資金・設備資金合計）
10年以内
年2.95％（令和８年11月２日現在）

①常時使用する従業員が商業・サービス業
　（宿泊業及び娯楽業を除く。）にあっては５人以下、
　製造業その他にあっては20人以下の企業。
②最近１年以上、同一商工会の地区内で
　事業を行っていること。

（設備資金）
車両、機械設備の購入費等

融資限度額
融資期間
利率

https://silver-akinokuni.jp/
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商工会の共済制度

詳しい保障内容や
お問い合わせはこちらから

新登場 3,000
共済掛金

月  々

円

■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会 広島県共済組合員相談室 0120-708030

健康に不安があっても加入しやすい健康に不安があっても加入しやすい

かがやき
緩和告知タイプ緩和告知タイプ

夢ぷらざで商品を試せる！
新商品チャレンジスペース

夢ぷらざの活用方法紹介 広島市の中心部、本通り商店街のど真ん中！
店内特設コーナーで 1か月間テスト販売し、売上データや
一般消費者・夢ぷらざマネージャーの意見をフィードバック
常設販売やバイヤーへの商品紹介のチャンスも！

活用方法は他にもいろいろ

詳細その他は
お近くの商工会まで！

こんな方におススメ！
 ・新しい商品を試したい
 ・広島の人や観光客に商品を知って
　もらいたい

出展できる商品は 
 ・ひろしま夢ぷらざでは販売したことがな
　い商品
 ・食品、非食品ともにOK
　※JANコードが原則として必須です
 ・試食試飲も可。  ※事前連絡が必要です

次のものは出展できません
×冷蔵・冷凍商品　×生鮮３品　×惣菜
×酒類　×食品表示に不備があるもの

出展にかかる費用は 
 ・出展料：無料
 ・販売手数料：売上の25％
 ・電気使用料などの追加費用：なし

出展期間は
 ・1か月間

出展できる人は
 ・商工会・商工会議所の会員事業所
　※インボイス登録事業者に限ります

出展までの流れ

※出展希望の１か月前までに申込が必要です

❶申込書
の提出

❷事前商談
（審査） ❸出展

　６月下旬、２泊４日の日程でシン
ガポール市場を視察。メンバーは、
県連から山崎部長、平野課長、私の
３名と、国内輸出窓口の㈱まるごと
食品・佐々木社長、シンガポール輸
入のアドバイザー㈱ F Continues・
馬田社長の計５名。

　シンガポールは、東南アジアの都市国家で金融・物流・観光・
ASEAN 諸国（６億８千万人の巨大市場）のハブであり、政治
的に安定し治安とインフラ水準が高く、親日国でもあるため、
今回のターゲットに選定した。国土面積は約744㎢と広島市

（約907㎢）よりも小さいものの約600万人が居住している。
　１日目、新幹線で福岡空港へ。10時、福岡空港発シンガポー
ル行に搭乗。約７時間のフライト。時差は１時間。無事到着し、
いざ入国というところでまさかの足止め。なんと電子入国カー
ドの提出が必要とのこと。四苦八苦し英文をなんとか読み込
んで入国。（事前に日本国内で申請できるそうです。笑）
　ホテル到着後、早速、夕食と市場調査を兼ねホーカー（屋台）

へ。シンガポールのホーカー文化は2020年にユネスコの無形
文化遺産に登録されている。席は事前確保必須。
　各々、屋台をめぐりながら好きな料理をチョイス。全く言
葉が通じず、人がいい私は、店主いわく一番人気のなんとか
という料理を指差し注文。８ドル（約1,000円）もしたのに、
これがまったく口に合わず大失敗。他のメンバーは定番メ
ニューを選び大満足。
　腹ごしらえを済ませ、いざ市場調査へ。シンガポールでスー
パーといえば「Fair Price」。“シンガポールの生活費を適正化
する” というミッションの下、島内の地域ごとのコミュニティ
に根ざしたコンセプトで店舗運営され、現在370店舗展開。
豆腐・麺・調味料等日本食が多いこと。
　物価は日本の２～３倍。ちなみに「日清どん兵衛」が4.9ド
ル（約630円）。
　ホテルの部屋で地元タイガービールを飲もうとカゴに入れ
るも、アルコールの購入時間（７時～22時30分）を過ぎてい
て買えなかった（残念）。どの道、部屋に入った途端バッタン
キュウ爆睡。                                                        《つづく》

高本統夫氏

都市計画を着実に進めるシンガポール（都心部の巨大模型）

　県連では、小規模事業者の海外展開支援を継続実施しています。
その一環として、シンガポール市場の視察を令和８年６月下旬に実
施。その珍道中を、前・ひろしま夢ぷらざ店長、現・県連販路開拓
アドバイザー高本氏によるエッセイ形式で３回にわけてお届けする
第１回目です。

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/m/
https://neob.f.msgs.jp/n/form/neob/GT7V4VW2FcANs67vCbeC8
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今日から仕事がちょっと楽に！生成ＡＩの使い方を毎号お届け

今回の
テーマ AIで見積もりを信頼に変える！

ワンポイント

過去の見積書や図面、原価情報は会社の大切な資
産です。
生成AIを使う際は、次の点を徹底しましょう。
■入力した情報をAIの学習・モデル改善に利用さ 
　せない（「オプトアウト」の設定を確認）
■個人情報や機密情報の扱いを社内ルールで決める
データベースから必要な情報を検索・参照して回
答させる「RAG（検索拡張生成）」という方法も
あります。

✓

✓

　昨今の建材価格や人件費の高騰で、見積もりに悩む建設事業者
も増えています。だからといって、単純に価格を上げたり、品質を
下げたりするだけでは、お客様の納得や信頼を得ることは難しくな
ります。
　そんなときこそ、AIを活用してみませんか。
　これまでの見積書や図面、施工実績を参考にしながら新しい工
法などを組み合わせることで、原価を抑えつつ品質を維持する方法
や、複数の見積案を検討することができます。
　大切なのは、AIに答えを任せるのではなく、「もっと良い方法は
ないか」「お客様に納得していただける提案は何か」を一緒に考え
ることです。

新たな価値を
デジタルでカタチにする

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/electronic_application/
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地域を支える
中小・小規模事業者の力を未来へ
～夏の県内意見交換会のご報告と、国会での取り組み～

全国商工会連合会顧問　参議院議員　越智　俊之

日頃より、広島県内の商工会および会員事業者の皆様には、私
の活動に多大なるご支援を賜り、心より感謝申し上げます。９
月の内閣改造に伴い、経済産業・内閣府大臣政務官を退任い
たしました。在任中は、皆様の経営を直撃する重要物資の安定
供給やサプライチェーン強靱化に最前線で取り組んでまいりま
した。役職を離れた今、私の原点である「現場主義」に一層磨
きをかけております。

県
内
各
地
を
回
っ
た
夏
の
意
見
交
換
会

　
こ
の
夏
は
県
内
各
地
の
商
工
会
へ
足
を
運
び
、

事
業
者
の
皆
様
や
指
導
員
の
皆
様
と
車
座
で
膝

を
交
え
た
意
見
交
換
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。（
日
程
の
都
合
上
、
ま
だ
お
伺
い
で

き
て
い
な
い
地
域
の
皆
様
の
元
へ
も
、
順
次
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
県
内
各
地
を
回
る
中
で
、
事
業
者
の
皆
様
か

ら
は
数
字
や
デ
ー
タ
だ
け
で
は
見
え
な
い
、
以

下
の
よ
う
な
「
現
場
の
切
実
な
声
」
を
数
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
本
格
的
な
返
済
が
始
ま
り
、

新
た
な
資
金
繰
り
が
厳
し
い

・�
補
助
金
の
申
請
書
類
が
以
前
の
３
枚
か
ら
９

枚
に
増
え
、
手
続
き
が
複
雑
す
ぎ
て
利
用
を

諦
め
て
し
ま
う

・�

単
年
度
の
補
正
予
算
ば
か
り
で
、
中
長
期
の

設
備
投
資
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い

・�

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
て
も
、
社
会
保
険
料

の
負
担
が
重
す
ぎ
て
従
業
員
の
手
取
り
が
増

え
な
い

・�

も
っ
と
働
い
て
稼
ぎ
た
い
従
業
員
が
い
る
の

に
、一
律
の
労
働
時
間
規
制
が
足
か
せ
に
な
っ

て
い
る

・�

原
材
料
費
が
上
が
っ
て
も
、
元
請
け
や
一
般

の
お
客
様
へ
十
分
に
価
格
転
嫁
が
で
き
な
い

・�

中
山
間
地
域
や
島
し
ょ
部
な
ど
、
一
律
の
国

の
制
度
で
は
地
域
の
独
自
産
業
の
実
情
に
合

わ
な
い

　
こ
れ
ら
は
、
広
島
の
地
域
経
済
を
支
え
る
皆

様
の
本
音
」
で
あ
り
、
政
治
が
真
正
面
か
ら
受

け
止
め
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

現
場
の
声
を
政
策
に
変
え
る
挑
戦

　
私
は
、
広
島
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
一
つ
ひ
と
つ
国
政
の
場
へ
持
ち
帰
り
、
現

在
以
下
の
政
策
と
し
て
強
力
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

■�

中
小
企
業
支
援
策
の
確
保
と
、安
定
的
な
「
当

初
予
算
化
」
へ
の
挑
戦

　
現
在
、
私
が

特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
中

小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
予
算

の
「
当
初
予
算

化
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
中
小
企

業
関
連
予
算
の

多
く
が
不
安
定

な
補
正
予
算
で

措
置
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ

れ
を
安
定
的
な

当
初
予
算
に
組

み
込
み
、
皆
様
が
長
期
的
な
計
画
を
持
っ
て
支

援
制
度
を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の
無
駄
を
省
く
見
直

し
議
論
が
進
む
中
で
も
、
法
人
税
に
お
け
る
軽

減
税
率
（
15
％
）
や
各
種
補
助
金
な
ど
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
不
可
欠
な
支
援
策
が

し
っ
か
り
と
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
働
き
か

け
て
い
く
決
意
で
す
。

■�

賃
上
げ
の
原
資
確
保
と
、
柔
軟
に
稼
げ
る
働

き
方
の
実
現
に
向
け
て

　
賃
上
げ
の
原
資
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
元

請
け
や
大
企
業
に
対
す
る
適
正
な
価
格
転
嫁
が

不
可
欠
で
す
。
取
適
法
の
運
用
を
厳
格
化
し
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
買
い
た
た
き
の
是
正
を
国
に
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
、最
低
賃
金
引
き
上
げ
や
「
年

収
の
壁
」
問
題
、
深
刻
な
人
手
不
足
も
重
く
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
働
き
控
え
を
防
ぐ
抜
本

的
な
制
度
見
直
し
を
国
会
で
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
一
律
の
労
働
時
間
規
制
を
見
直
し
、
健

康
確
保
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
も
意
欲
の
あ
る

人
が
合
法
的
に
働
い
て
稼
げ
る
環
境
へ
の
改
善

を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■�

資
金
繰
り
支
援
と
、
使
い
勝
手
の
良
い
補
助

金
へ
の
改
善

　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
本
格
的
な
返
済
と
物
価
高

で
苦
し
む
皆
様
の
資
金
繰
り
を
支
え
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
借
換
保
証
や
日
本
公
庫
の
資
本
性
劣
後

ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
、
金
融
機
関
に
は
柔
軟

な
条
件
変
更
（
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）
に
応
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
社
に
合
う
補
助
制
度
を
見
つ
け
や
す

く
す
る
た
め
に
、
事
業
規
模
別
や
売
上
拡
大
・

省
力
化
等
の
経
営
課
題
別
に
補
助
金
を
探
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
補
助

金
の
申
請
書
類
が
膨
大
で
利
用
を
諦
め
て
し
ま

う
」
と
い
う
現
場
の
悲
鳴
に
応
え
、
手
続
き
の

簡
素
化
や
使
い
や
す
さ
の
向
上
を
引
き
続
き
関

係
省
庁
へ
求
め
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
の
伴
走
者
・
商
工
会
の
基
盤
強
化

　
商
工
会
は
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
頼
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
現
在
、
国
・
県
・
市
町
村
が
策
定

す
る
「
地
域
未
来
戦
略
」
の
中
に
商
工
会
の
伴

走
支
援
機
能
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
よ
う
各
地

に
情
報
提
供
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
商
工
会
職
員
の
人
件
費
や
事
業
費
、

そ
し
て
平
時
の
支
援
の
み
な
ら
ず
災
害
時
の
復

旧
拠
点
と
も
な
る
商
工
会
館
の
老
朽
化
対
策
・

改
修
費
の
予
算
を
し
っ
か
り
と
引
き
出
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
結
び
に

　
地
域
に
雇
用
を
生
み
出
し
、
活
力
を
与
え
て

い
る
の
は
、
こ
の
広
島
の
地
に
根
を
張
り
、
日
々

の
挑
戦
を
続
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
様
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
皆
様
の
声

を
政
策
に
変
え
、
一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
い
く

決
意
で
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農林水産大臣への申入れ（牡蠣議連）

広
島
で
の
活
動

国
会
で
の
活
動
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https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=sXUSregZpUu7XPqzBHui9L7yR6DAXDlCv2dTwRDxCnVUM0w2R1lKVFdMTEtaQVE2UUQyUjdGMTJSSC4u&origin=QRCode
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吉舎コシヒカリ

　噛めば噛むほどお米本来の甘みが感じられ、
「また食べたい」と思わずにはいられない、とて
も美味しいお米です。一粒一粒が大きく、炊き
上げるとさらにふっくらと粒が際立ちます。真っ
白で美しく、つやつやとした光沢のあるごはん
に仕上がるのも魅力です。
　丹精込めて育てたお米を、直接卸してもらっ
ており、昨年の「米騒動」の際にも、当店では
継続して販売できました。そのきっかけで初め
て買われたお客様も多かったのですが、今では
リピーターとなった方がたくさんいます。
　一年の中で今しか味わえない、収穫したての
新米。ぜひこの機会に、ご賞味ください。

販売者

有限会社　ファーム有重
（三次市吉舎町辻）

販売価格／内容量

1,400円（税込）／２kg
3,500円（税込）／５kg

夢ぷらざHP Instagram

この会報に関するアンケートにお答え
いただいた方の中から、抽選で３名の
方に、今号の「夢ぷらざ推しの逸品！」
をプレゼント。下のQRコードから応
募フォームにアクセスし、アンケート
に回答してご応募ください。

今号の賞品　吉舎コシヒカリ２kg
応募〆切　令和８年12月21日(月)

懸賞応募
フォーム

■ 中小企業景況調査 令和８年７～９月期（広島県商工会地域） 詳しい報告書は
こちら（県連HP）→

コメントから見える

  経営のキーワード

会員の皆さまが直面している主な課題を、
キーワードでまとめました。

※コメントの内容をもとに、表現の
近い語句を整理・統合したイメー
ジ図です。
※文字の大きさや濃淡は、厳密な出
現回数や課題の深刻度を示すもの
ではありません。
※背景の地図と語句の位置は一切関
係ありません。

業況は改善も、先行きは温度差
　今期は、製造業・建設業・サービス業の３業
種で前期から改善しました。なかでも製造業は
大きく持ち直し、プラス圏に転じています。一方、
小売業は前期より悪化が進みました。
　来期は、建設業がさらなる改善を見込むもの
の、製造業とサービス業は反動から慎重な見方
が強まっており、小売業も低調な水準が続く見
通しです。

広島県商工会地域（産業別）業況ＤＩ推移　－前期比－

業種
（前期） （今期） （来期見通し）
R8.4-6 R8.7-9 R8.10-12前期との比較 今期との比較

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

-3.6

-37.2

-31.8

-12.5

9.3

-24.4

-34.8

-4.7

-1.9

-19.5

-33.3

-18.7

https://www.active-hiroshima.jp/?s=%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E4%BC%81%E6%A5%AD%E6%99%AF%E6%B3%81%E8%AA%BF%E6%9F%BB
https://forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=sXUSregZpUu7XPqzBHui9LQiJYaADnlIrGmguKVI4vxUQVZZTThLVVIyWVJMSzNNODlDVzFRQlM0MS4u&origin=QRCode
https://www.yumeplaza.com/
https://www.instagram.com/hiroshimayumeplaza?igsh=eG1iN2ZzcWw3NTJz&utm_source=qr

